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ジェット旅客機は（英）デ・ハビランド社コメットが1949年初飛行、1952年から就航開始。ボーイング社は1958年より、
エアバス社は1974年より納入開始。2000年以降はボーイング社とエアバス社の複占状態で2003年以降ほぼ均衡。
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データ出所：JADC 民間航空機関連データ集（2018年3月） (1) 

旅客機国際共同開発の歴史と現状

(参考)

世界の民間ジェット輸送機（100席以上の旅客機・貨物機）年間納入機数 シェアの変遷
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◼ この20年で世界全体での民間輸送機生産量はほぼ倍増。 堅調な伸びを示している。

旅客機国際共同開発の歴史と現状

(2) 



航空機産業戦略研究会でのJADC資料（魅力ある航空機）

“Next Stage”で目指すところ
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“Next Stage”で目指すところ
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IADF 大型民間
輸送機開発事業

次世代航空機へ
のデモ機
電動化等将来技術
を段階的に実証

次期海外開発機
国内中堅装備品メー
カーの海外OEM、シ
ステムSuper Tier-1へ
の部品供給

次期海外開発機
構造分担

IADF中小型機
技術開発事業

NEDO先進システム開発

国内連携(機体+エンジン+
装備+ JAXA+大学+α）
チーム体制で

次期開発機EIS▽
(中小型旅客機)

既基盤

既拡大

既飛躍

BOEING構想図

AIRBUS構想図

将来航空機
環境対応への総合施策
（電動化拡大）
お客様価値追及
(知能化/自律飛行可能)

知能化・自律化

電気適用拡大

システム統合
(System of 

Systems)
JAXA構想図

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ電動推進ｼｽﾃﾑ
航空機（150席クラス）

次々期開発機EIS▽
(小型旅客機)

次世代航空機
小型旅客機後継機

各技術を
インテグレートして
次世代航空機適用

技術競争力を高め
国際的なキープレ
イヤーとして
事業選択肢を広く
持つ

⚫ 国際協業事業で
の役割拡大

⚫ 国内完成機後継

⚫ MRO(運航支援)
事業拡大

⚫ “どう造る“から”何を創る”への転換視点で、技術開発を仕様提案含めて高い視点で進める
⚫ ゲームチェンジとしての電動化の切り口で、連携による強みで技術キープレイヤーに
⚫ 開発のベクトルを合わせて、協調連携での強みを拡げ、その上で競争技術を研ぐ展開
⚫ 旅客機事業は本質的にグローバル市場が舞台。国内外連携で産業規模/裾野の拡大目指し、

国際ビジネスでの選択肢を広く持つ
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お客様価値を高めるポテンシャル

電動化をコアとして、以下の魅力ある航空機に導ける

⚫ 整備性向上
✓ 部品点数削減
✓ デジタル管理容易化(ヘルスモニタリング)→予防(計画)整備
✓ 修理期間の短縮(機体ダウンタイムの削減)

⚫ 運航効率向上
✓ 異常検知、異常時への対策準備時間の短縮
✓ 自律制御技術への親和性
✓ AI/ビッグデータ管理との親和性

⚫ 乗客快適性向上
✓ 騒音低減
✓ 突風、悪天候回避への機動性向上
✓ 機体全体の熱管理力向上による客室内空調管理改善
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技術開発をナビゲートする機体構想
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JADCベンチマーク機体策定
要求仕様
・航続距離： 約3,500 nm
・座席数 ： 130～220 席クラス

に対し、電動ハイブリッド推進を非適用の機体をJADCベンチマーク
機体として 基本諸元/機体外形三面図/性能計算を策定

電動ハイブリッド推進機体コアコンセプト

JADCベンチマーク機体に対して電動ファン２個を
胴体後部に配置する電動ハイブリッド推進システムを構想

電動ファン 5MW案
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電動化構成要素部品の重要技術開発課題
→ ●パワー密度(軽量化)

●耐航空環境(地上から高高度まで)

⚫ 電気機器特有の故障率管理と
全機レベルで的確な安全性設計

⚫ ＢＬＩコンセプトによるハイブリッド推進
⚫ 機体全体での熱管理

技術課題と取組方針

① 複雑化する新技術の
安全性設計

② 電動ハイブリッド推進を
生かす空力・推進設計

上記のベスト・パフォーマンスを生かし、航空機システム成立へ高いレベルに調和させる
挑戦技術課題 → 下記 ４エリア

③ 電動化(デジタル化)

整備性改善

④ 電動化による運航効率
及び客室快適性向上

⚫ 油圧/抽気等、整備高負荷系統での負荷削減
⚫ ヘルスモニタリングでの予防整備

Next Stage勉強会での
構想イメージ図 ⚫ ビッグデータ/AI+ブロックチェーン

との親和性を生かす設計
⚫ 騒音軽減
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技術課題と取組方針

競争

協調連携拡大
の上の競争

お客様視点での
国際競争力
（技術の強み）

以下の調整を進める：
⚫ 基本的な活動のフレームワーク形成
⚫ 共通のデータベース拡充
⚫ 新技術の価値に対する共通評価ツール確立

JADC の目指す役割

現状の
ニーズ

将来社会
でのニーズ
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大学、研究所、
企業間、他業界、
スタートアップ等
の連携を促進
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技術課題と取組方針
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協調連携の具体例
電動航空機評価ツールの策定と共有、ブロックチェーンでの連動

⚫ 航空機の電動化へは、類似構成要素でも他産業以上の高い挑戦レベルが必要で、開発投資も大きい。

⚫ 常に各要素のパフォーマンスが航空機全体へどのような感度で効くか、またどのように航空機全体の最

大パフォーマンス設計ができるか、統合評価ツールを開発初期から共有する価値が高い。

統合評価ツール
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まとめ

⚫航空機開発 Next Stageで目指すところ
✓ 技術開発をシステム構成含めた上流の仕様提案から
✓ ゲームチェンジャーとしての、電動化の切り口

⚫なぜ電動化か
✓ 環境対策のコア (ただし単独では環境目標未達)
✓ お客様価値を高めるポテンシャル(整備性、運航安全、快適性)

⚫協調連携強化で技術力、提案力を突き抜けさせる

電動化をコアとする機体概念設計
航空機開発Next Stage勉強会より

JADC PROPRIETARY (10) 


